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秋田県女性消防団ネットワーク会議 

　
平
成
二
三
年
度
の
秋
田
県
女
性
消
防
団

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
が
、
二
月
九
日（
木
）

秋
田
市
の
秋
田
県
庁
第
二
庁
舎
八
階
大
会

議
室
で
、
県
内
の
女
性
消
防
団
員
・
隊
員

七
五
名
を
含
む
一
三
二
名
が
参
加
し
、
開

催
さ
れ
た
。 

　
会
議
は
、
今
年
一
一
月
一
六
日（
金
）、

一
七
日（
土
）の
両
日
、
秋
田
市
で
開
催
さ

れ
る
「
第
一
八
回
全
国
女
性
消
防
団
員
活

性
化
秋
田
大
会
」
に
向
け
た
内
容
で
構
成

さ
れ
、
第
一
七
回
全
国
女
性
消
防
団
員
活

性
化
香
川
大
会
の
報
告
や
日
本
消
防
協
会

総
務
部
主
幹
の
南
尊
文
様
、
岡
山
市
消
防

団
団
員
大
矢
野
総
子
様
の
講
演
、
さ
ら
に

は
講
師
・
報
告
者
と
会
場
の
参
加
者
と
の

間
で
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。 

         

　
昨
年
一
一
月
一
一

日
、
第
一
七
回
香
川

大
会
が
「
よ
う
こ
そ
瀬
戸
の
都
さ
ぬ
き
へ 

〝
集
ま
れ
！
つ
な
が
れ
！
女
性
消
防
団
員
！
〞
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
大
会
前
日
は
、
次
期
開
催
地
が
秋
田
県

と
い
う
こ
と
で
、
大
会
旗
引
継
の
リ
ハ
ー

サ
ル
に
臨
み
、
気
持
ち
も
引
き
締
ま
り
ま

し
た
。 

　
大
会
で
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、

青
森
市
女
性
消
防
団
に
よ
る
活
動
事
例
発

表
「
広
げ
よ
う
手
話
の
輪
」
と
平
野
啓
子

氏
に
よ
る
記
念
講
演
「
語
り
伝
え
る
防
災

の
心
」
で
し
た
。
障
害
者
を
守
る
た
め
の

知
識
の
必
要
性
、
ま
た
、
災
害
は
い
つ
の

時
代
に
も
起
こ
り
得
る
こ
と
な
ど
を
教
え

ら
れ
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
、
閉
会
式
で
は
、
中
泉
会
長
に

大
会
旗
が
引
き
継
が
れ
、
中
泉
会
長
と
秋

田
県
の
女
性
団
員
が
ス
テ
ー
ジ
か
ら
「
来

年
は
秋
田
で
、
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
大
会
は
、
今
年
、
秋
田
市
で
開
催

さ
れ
ま
す
が
、
秋
田
県
が
一
丸
と
な
っ
て
、

全
国
か
ら
参
加
し
た
方
々
に
精
一
杯
の
お

も
て
な
し
で
歓
迎
し
、
秋
田
大
会
が
素
晴

ら
し
い
意
義
の
あ
る
大
会
に
さ
せ
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。 

報
告
発
表   

第
一
七
回
全
国
女
性
消
防
団
員 

活
性
化
香
川
大
会
に
参
加
し
て 

 

大
仙
市
消
防
団 

 

団
員 

畑
本
　
双
美 

 

団
員 

一
色
　
順
子 
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講
　
演
（
一
） 

女
性
消
防
団
員
に
期
待
す
る
こ
と 

講
　
演
（
二
） 

全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
大
会
の 

開
催
県
と
し
て
の
女
性
消
防
団
員
の 

関
わ
り
方
や
そ
の
後
の
活
動
に
つ
い
て 

日
本
消
防
協
会
総
務
部 

主
幹 

　
南

　

　

尊

文 

岡
山
市
消
防
団 

団
員 

　
大

矢

野

総

子 

参
加
者
の
感
想 

東
日
本
大
震
災
消
防
殉
職
者 

　
遺
児
育
英
奨
学
基
金
へ
の 

　
　
　
　
　
　
支
援
に
つ
い
て 

           

　
私
は
、
現
在
、
日
本
消
防
協
会
に
勤
務

し
て
い
る
が
、
二
三
年
三
月
ま
で
は
奈
良

市
消
防
局
職
員
で
し
た
の
で
、
奈
良
市
女

性
消
防
団
に
つ
い
て
お
話
し
、
皆
さ
ん
の

参
考
に
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 

○
広
報
指
導
分
団
の
結
成 

　
平
成
二
一
年
四
月
、
三
九
名
に
辞
令
を

交
付
し
、
五
月
に
は
全
員
を
三
グ
ル
ー
プ

に
編
成
し
、
活
動
を
開
始
し
た
。 

　
・
応
急
手
当
指
導
グ
ル
ー
プ 

　
　
　
応
急
手
当
指
導
員
認
定
等
の
資
格

を
取
得
し
、
応
急
手
当
の
普
及
指
導

な
ど
を
行
う
グ
ル
ー
プ 

　
・
幼
児
高
齢
者
指
導
グ
ル
ー
プ 

　
　
　
保
育
園
な
ど
の
福
祉
施
設
や
一
人

暮
ら
し
宅
を
訪
問
し
て
の
防
火
指
導

等
を
行
う
グ
ル
ー
プ 

　
・
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
グ
ル
ー
プ 

　
　
　
消
防
音
楽
隊
と
と
も
に
カ
ラ
ー
ガ

ー
ド
、
パ
レ
ー
ド
等
の
消
防
広
報
活

動
を
行
う
グ
ル
ー
プ 

○
女
性
消
防
団
の
役
割 

　
・
防
火
思
想
の
普
及
啓
発 

　
・
住
民
へ
の
防
火
・
防
災
訓
練
指
導 

　
・
高
齢
者
家
庭
等
へ
の
防
火
訪
問 

　
・
応
急
手
当
指
導
員 

　
・
消
防
団
が
行
う
各
種
行
事
へ
の
参
加 

　
・
消
防
音
楽
隊
と
行
う
広
報
活
動 

○
今
後
期
待
さ
れ
る
活
動 

　
女
性
団
員
全
員
が
応
急
手
当
指
導
員
と

し
て
活
動
で
き
る
こ
と
を
第
一
の
目
標
と

し
な
が
ら
も
、
幼
児
高
齢
者
へ
の
防
災
教

育
等
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
活
動
を
目
指
し

て
い
る
。
将
来
構
想
と
し
て
は
、
災
害
時

の
支
援
活
動
な
ど
も
考
え
て
い
る
。 

            

○
岡
山
市
消
防
団
の
概
要 

　
岡
山
市
は
面
積
七
九
〇

、
人
口
七
〇

万
人
、
世
帯
数
三
〇
万
四
千
世
帯
で
、
消

防
団
は
、
団
員
数
四
，
六
九
五
人
が
五
地

区
に
一
七
方
面
、
一
〇
〇
分
団
に
配
属
さ

れ
て
い
る
。 

○
女
性
団
員
の
経
緯 

　
一
六
年
一
月
　
本
部
付
け
と
し
て
三
三

名
を
採
用 

　
二
一
年
四
月
　
八
二
名 

　
　
　
　
六
月
　
本
部
か
ら
各
分
団
へ
移

籍
。
以
後
、
本
人
の
意
思

を
確
認
の
上
、
災
害
対
応

の
教
育
訓
練
が
施
こ
さ
れ

て
い
る
場
合
に
は
、
災
害

出
動
が
可
能
と
な
っ
た
。 

　
　
　
一
一
月
　
岡
山
大
会
開
催 

　
二
三
年
四
月
　
九
九
名 

○
岡
山
大
会
へ
の
関
わ
り 

　
実
行
委
員
八
名
の
う
ち
三
名
が
女
性
団

員
。
実
行
委
員
会
で
は
、
記
念
講
演
者
や

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
記
念
品
、
弁
当
の
選

考
等
に
つ
い
て
協
議
し
た
。 

　
ま
た
、
運
営
委
員
会
も
設
置
さ
れ
、
委

員
一
八
名
の
う
ち
一
一
名
の
女
性
団
員
が

参
加
し
、
活
動
し
た
。 

○
岡
山
大
会
後
の
活
動
状
況 

　
救
命
講
習
や
水
防
訓
練
、
規
律
訓
練
、

男
性
団
員
と
一
緒
の
放
水
訓
練
の
ほ
か
、

岡
山
市
女
性
団
員
活
性
化
会
議
の
開
催
等

の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。 

  

○
南
講
師
の
講
演
を
聞
い
て 

・
　
広
報
指
導
分
団
の
発
足
、
実
際
の
活

動
経
過
は
興
味
深
か
っ
た
。
女
性
団
員

一
人
一
人
の
行
動
力
が
、
広
報
指
導
分

団
の
活
動
力
と
感
じ
た
。 

○
大
矢
野
講
師
の
講
演
を
聞
い
て 

・
　
女
性
団
員
は
消
火
訓
練
な
ど
し
な
い

も
の
と
思
い
込
ん
で
い
た
が
、
地
域
が

違
う
と
土
の
う
を
作
っ
た
り
、
実
際
の

火
災
現
場
に
出
動
す
る
こ
と
も
あ
る
こ

と
が
分
か
り
、
私
も
や
っ
た
方
が
良
い

か
も
？
と
思
っ
た
。
　 

・
　
「
ど
ん
な
に
準
備
し
て
も
、
し
過
ぎ

る
こ
と
は
な
い
」
「
ど
う
す
れ
ば
、
全

国
か
ら
の
参
加
者
を
飽
き
さ
せ
ず
最
後

ま
で
参
加
し
て
も
ら
え
る
の
か
」
な
ど

の
工
夫
や
失
敗
談
が
興
味
深
か
っ
た
。 

○
秋
田
大
会
に
つ
い
て 

・
　
関
係
者
や

ス
タ
ッ
フ
、

団
員
が
意
識

感
覚
を
持
っ

て
自
分
の
任

務
を
果
た
さ

な
け
れ
ば
と

思
っ
た
。 

・
　
活
性
化
大

会
で
感
動
し

た
こ
と
や
学

ん
だ
こ
と
を

地
元
で
活
か

し
、
地
域
や

住
民
の
た
め

活
動
範
囲
を

一
つ
で
も
広

げ
る
こ
と
が

で
き
た
ら
、

も
っ
と
多
く

の
人
々
に
評

価
さ
れ
る
の

で
は
な
い
か

と
思
っ
た
。 
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財
団
法
人
消
防
育
英
会
で
は
、
消
防
殉

職
者
の
遺
児
に
対
し
、
小
学
校
入
学
時
か

ら
大
学
卒
業
ま
で
の
間
、
育
英
奨
学
金
を

差
し
上
げ
て
い
ま
す
。 

　
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
多
く
の

消
防
殉
職
者
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
、

一
六
九
名
の
遺
児
が
残
さ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
一
〇
七
名
だ
っ
た
育
英

奨
学
金
の
対
象
者
が
、
二
．
五
倍
の
人
数

に
増
え
る
こ
と
と
な
り
、
大
幅
に
財
源
が

不
足
す
る
状
況
と
な
り
ま
し
た
。 

　
残
さ
れ
た
遺
児
の
健
全
な
成
長
を
願
い
、

そ
の
就
学
を
支
援
す
る
こ
と
は
、
殉
職
さ

れ
た
消
防
団
員
、
職
員
に
報
い
る
も
の
と

存
じ
ま
す
。 

　
な
に
と
ぞ
ご
主
旨
を
ご
理
解
頂
き
、
ご

援
助
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

■
振
込
先 

　
銀

行

名
　
り
そ
な
銀
行
（
銀
行
コ
ー
ド
　
０
０
２
１
０
） 

　
支

店

名
　
東
京
公
務
部
（
支
店
コ
ー
ド
　
２
９
５
） 

　
口
座
番
号
　
普
通
預
金
　
０
０
７
８
４
４
６ 

　
口

座

名
　
財
団
法
人
消
防
育
英
会 

　
　
　
　
　
　
東
日
本
大
震
災
消
防
殉
職
者 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遺
児
育
英
奨
学
基
金 

　
　
　
　
　
　
（
ザ
イ
ダ
ン
ホ
ウ
ジ
ン
シ
ョ
ウ
ボ
ウ
イ
ク
エ
イ
カ
イ 

　
　
　
　
　
　
ヒ
ガ
シ
ニ
ホ
ン
ダ
イ
シ
ン
サ
イ
シ
ョ
ウ
ボ
ウ
ジ
ュ
ン
シ
ョ
ク
シ
ャ 

　
　
　
　
　
　
イ
ジ
イ
ク
エ
イ
シ
ョ
ウ
ガ
ク
キ
キ
ン
） 

　
　
口
座
名
の
略
称 

　
　

「
東
日
本
大
震
災
消
防
育
英
基
金
」 

　
　
　
（
ヒ
ガ
シ
ニ
ホ
ン
ダ
イ
シ
ン
サ
イ
シ
ョ
ウ
ボ
ウ
イ
ク
エ
イ
キ
キ
ン
） 

弔
慰
金
等
規
約
本
則
の
額
に
戻
す 

日
本
消
防
協
会
代
議
員
会 

福
祉
共
済
事
業 

     

　
日
本
消
防
協
会
代
議
員
会
が
二
月
二
四

日（
木
）午
前
一
一
時
か
ら
、
東
京
都
港
区

虎
ノ
門
の
「
日
本
消
防
会
館
」
で
開
催
さ

れ
、
平
成
二
四
年
度
の
事
業
計
画
や
予
算

な
ど
が
審
議

さ
れ
、
全
議

案
が
原
案
の

と
お
り
承
認

可
決
さ
れ
た
。 

　
こ
の
代
議

員
会
に
、
秋

田
県
消
防
協

会
か
ら
は
中

泉
松
之
助
会

長
と
中
田
潤

副
会
長
が
出

席
し
た
。 

　 

 

■
平
成
二
四
年
度
主
な
行
事 

九
月
一
三
日
　
全
国
慰
霊
祭 

一
〇
月
七
日
　
全
国
消
防
操
法
大
会 

　
　
　
　
　
　 (

東
京
臨
海
防
災
公
園) 

　
　
＊
　
秋
田
県
代
表
は
、
小
型
ポ
ン
プ

の
部
で
出
場
順
は
六
番
目
。 

一
一
月
一
六
日
〜
一
七
日 

　
　
　
全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
大
会 

　
　
　
　
　
　
（
秋
田
市
） 

一
月
一
五
日
〜
一
八
日 

　
　
　
　
　
　
消
防
団
幹
部
特
別
研
修 

二
月
五
日
〜
七
日 

　
　
　
　
　
　
幹
部
候
補
中
央
特
別
研
修 

　
　
　
　
　
　
（
男
性
の
部
） 

二
月
一
三
日
〜
一
五
日 

　
　
　
　
　
　
幹
部
候
補
中
央
特
別
研
修 

　
　
　
　
　
　
（
女
性
の
部
） 

二
月
二
六
日
　
全
国
消
防
大
会 

　
　
　
　
　
　
（
従
来
の
定
例
表
彰
式
） 

■
平
成
二
四
年
度
福
祉
共
済
事
業
の
方
針 

①
弔
慰
金
・
重
度
障
害
見
舞
金
等
の
額
を

規
約
本
則
の
額
に
戻
す
。 

　
＊
平
成
二
四
年
二
月
二
三
日
以
降
発
生

し
た
も
の
か
ら
適
用 

　
○
弔
慰
金
・
重
度
障
害
見
舞
金 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
単
位
：
万
円
） 

　
　
　
一
，
一
〇
〇
↓
二
，
三
〇
〇 

　
○
弔
慰
救
済
金 

　
支
給
し
な
い
↓
五
〇
〇
〜
一
，
〇
〇
〇 

②
掛
金
の
特
例
は
平
成
二
四
年
度
限
り
と

す
る
。 

　
○
現
行 

　
　
　
平
成
二
四
〜
二
六
年
度
の
三
カ
年 

　
　
　
四
，
〇
〇
〇
円 

　
○
改
正
後 

　
　
　
平
成
二
四
年
度
に
限
り 

　
　
　
四
，
〇
〇
〇
円 

■
平
成
二
四
年
度
の
主
な
事
業
計
画 

　
○
多
機
能
型
消
防
車
輌
の
交
付 

　
　
・
前
年
度
並
み
の
台
数 

　
○
消
防
車
輌
の
交
付 

　
　
・
全
体
で
四
八
台
（
平
年
の
半
分
） 

東
日
本
大
震
災
消
防
殉
職
者

東
日
本
大
震
災
消
防
殉
職
者 

　
遺
児
育
英
奨
学
基
金
へ
の

　
遺
児
育
英
奨
学
基
金
へ
の 

　
　
　
　
　
　
支
援
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
支
援
に
つ
い
て 

東
日
本
大
震
災
消
防
殉
職
者 

　
遺
児
育
英
奨
学
基
金
へ
の 

　
　
　
　
　
　
支
援
に
つ
い
て 
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秋
田
県
消
防
長
会
主

催
の
第
三
五
回
消
防
職

員
意
見
発
表
秋
田
県
大

会
が
二
月
一
七
日（
金
）、

秋
田
市
の
「
ホ
テ
ル
メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
秋
田
」

に
て
、
消
防
職
員
ら
約

一
八
〇
人
が
参
加
し
て

開
催
さ
れ
た
。 

　
こ
の
大
会
は
、
若
手

消
防
職
員
に
職
責
を
再

確
認
さ
せ
、
消
防
士
の

在
り
方
を
提
案
さ
せ
る

場
と
し
て
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
る
も
の
。 

　
今
大
会
で
は
、
県
内

一
三
消
防
本
部
か
ら
選

抜
さ
れ
た
若
手
消
防
職

員
が
、
日
頃
の
業
務
の

中
か
ら
問
題
点
を
抽
出

し
、
そ
の
対
応
策
や
今

後
の
展
望
な
ど
の
考
察

を
加
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
堂
々

と
力
強
く
訴
え
て
い
た
。 

　
審
査
の
結
果
、
最
優

秀
賞
一
点
、
優
秀
賞
二

点
が
選
ば
れ
た
。 

■
最
優
秀
賞 

　
　
安
心
の
輪 

　
　
　
大
曲
仙
北
広
域
消
防
本
部 

消
　
防
　
士
　
佐
　
藤
　
勝
　
昭  

■
優

秀

賞 

　
　
災
害
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

　
　
　
鹿
角
広
域
消
防
本
部 

田
　
中
　
直
　
人 

　
　
あ
な
た
の
こ
と 

　
　
　
北
秋
田
市
消
防
本
部 

金
　
　
　
誠
　
治  

　
最
優
秀
賞
の
大
曲
仙
北
広
域
消
防
本
部

佐
藤
消
防
士
は
県
代
表
と
し
て
、
四
月
二

七
日（
金
）、
福
島
市
で
開
催
さ
れ
る
東
北

大
会
に
出
場
す
る
。 

　
こ
こ
で
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
大
曲

仙
北
広
域
消
防
本
部
佐
藤
消
防
士
の
意
見

を
紹
介
す
る
。 

        

　
高
齢
の
女
性
が
、
道
路
脇
で
倒
れ
て
い

る
の
を
通
行
人
が
発
見
。
所
持
品
は
無
く

身
元
は
不
明
。 

　
救
急
隊
到
着
、
意
識
の
確
認
、
呼
び
か

安

心

の

輪

安

心

の

輪 

安

心

の

輪 

大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏 

組
合
消
防
本
部 

　
佐
　
藤
　
勝
　
昭 

意見発表のテーマと発表者名 
（発表順） 

◯　今、私が伝えたいこと 
 大館市消防本部 高　松　大　雄 

◯　ためらいを確信に 
 由利本荘市消防本部 三　船　　　葵 

◯　安心の輪 
 大曲仙北広域市町村圏組合消防本部 佐　藤　勝　昭 

◯　あなたに壁は見えますか 
 能代山本広域市町村圏組合消防本部 佐　藤　優　紀 

◯　新しい「救命の連鎖」 
 秋田市消防本部 長　岡　竜　司 

◯　あなたのこと 
 北秋田市消防本部 金　　　誠　治 

◯　伝承という名の種蒔き 
 横手市消防本部 遠　藤　正　栄 

◯　いま真価が問われる避難訓練 
 にかほ市消防本部 梶　原　敬　太 

◯　心のケア 
 湖東地区行政一部事務組合消防本部 菅　生　俊　介 

◯　救命率向上のために 
 五城目町消防本部 今　川　貴　博 

◯　消防魂の継承 
 湯沢雄勝広域市町村圏組合消防本部 高　橋　恒　平 

◯　消防団と常備消防の連携 
 男鹿地区消防一部事務組合消防本部 高　野　洋　平 

◯　災害アドバイザー 
 鹿角広域行政組合消防本部 田　中　直　人 

消
防
職
員
意
見
発
表
秋
田
県
大
会

第35回

秋
田
県
消
防
長
会
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け
に
開
眼
す
る
が
、
発
語
は
な
し
。
呼
吸

の
確
認
、
呼
吸
は
正
常
。
脈
拍
の
確
認
、

橈
骨
動
脈
で
充
実
。
こ
の
方
、
手
首
に
「
救

急
医
療
情
報
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
」
あ
り
。
ブ

レ
ス
レ
ッ
ト
内
の
シ
ー
ト
に
記
載
さ
れ
た

情
報
に
よ
り
、
身
元
、
か
か
り
つ
け
医
療

機
関
、
持
病
が
判
明
。
直
ち
に
病
院
連
絡

し
搬
送
に
移
る
。 

　
通
常
、
傷
病
者
の
身
元
が
わ
か
ら
な
い

救
急
事
案
で
は
、
適
切
な
病
院
選
定
が
困

難
と
な
り
、
搬
送
先
の
病
院
で
も
処
置
に

対
す
る
同
意
が
と
れ
ず
、
治
療
が
遅
れ
る

恐
れ
が
生
じ
ま
す
。
そ
こ
で
、
先
程
の
、

想
像
の
中
の
救
急
活
動
で
登
場
し
た
「
救

急
医
療
情
報
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
」
を
実
用
化

し
、
普
及
さ
せ
る
こ
と
を
私
は
提
案
し
ま

す
。 

　
皆
さ
ん
は
、
平
成
二
〇
年
に
産
声
を
あ

げ
、
全
国
的
に
広
ま
り
つ
つ
あ
る
、
こ
の

「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
中
に
は
、
万
一
の
救
急

時
に
備
え
て
、
本
人
情
報
、
救
急
連
絡
先
、

持
病
・
服
薬
内
容
、
か
か
り
つ
け
医
療
機

関
等
の
情
報
を
記
載
し
た
シ
ー
ト
を
入
れ

て
お
き
ま
す
。
こ
れ
を
、
ど
こ
の
家
で
も

容
易
に
発
見
で
き
る
「
冷
蔵
庫
」
の
中
に

保
管
し
、
ド
ア
に
は
こ
の
マ
ー
ク
を
貼
っ

て
表
示
し
ま
す
。 

　
こ
の
キ
ッ
ト
を
「
安
心
バ
ト
ン
」
と
呼

ん
で
い
る
地
域
も
あ
り
、
こ
れ
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
救
急
隊
は
受
け
答
え
が

で
き
な
い
傷
病
者
か
ら
も
、
迅
速
に
情
報

を
受
取
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
す
。 

　
こ
の
キ
ッ
ト
は
、
搬
送
遅
延
の
解
消
に

も
効
果
が
発
揮
さ
れ
て
お
り
、
私
の
暮
ら

す
地
域
で
も
、
希
望
す
る
高
齢
者
の
方
に

無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、
こ
の
キ
ッ
ト
が
効
果
を
発
揮

で
き
る
の
は
、
自
宅
内
に
限
ら
れ
、
い
つ

も
持
っ
て
歩
く
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
外

出
時
に
も
、
常
に
、
容
易
に
携
帯
で
き
る

も
の
が
必
要
と
考
え
た
の
で
す
。 

　
実
用
化
に
向
け
て
の
検
討
課
程
で
問
題

と
な
っ
た
の
は
、
外
に
持
ち
歩
く
場
合
、

紛
失
、
盗
難
な
ど
に
よ
り
、
第
三
者
に
個

人
情
報
が
さ
ら
さ
れ
る
危
険
性
が
あ
る
と

い
う
こ
と
、
た
と
え
携
帯
し
た
と
し
て
も
、

救
急
隊
が
必
ず
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
？
と
い
う
こ
と
の
二
点
で
し
た
。 

　
こ
の
問
題
を
解
決
で
き
る
物
が
、
医
療

情
報
を
記
載
し
た
シ
ー
ト
を
内
蔵
す
る
、

こ
の
「
救
急
医
療
情
報
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
」

で
す
。 

　
こ
れ
は
私
の
試
作
品
で
す
が
、
海
外
製

品
で
商
品
化
さ
れ
て
い
る
物
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、

実
用
化
も
進
ん
で
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
な
ら
ば
、
肌
身
離
さ
ず
持

ち
歩
く
こ
と
が
で
き
、
紛
失
・
盗
難
の
リ

ス
ク
を
軽
減
し
、
個
人
情
報
の
漏
洩
を
回

避
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
救
急

隊
は
初
期
観
察
で
手
首
の
脈
を
触
れ
る
の

で
、
ほ
ぼ
確
実
に
発
見
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。 

　
全
国
的
に
高
齢
化
が
進
む
中
、
秋
田
県

で
は
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
は
人
口
全
体

の
約
三
割
に
達
し
、
私
の
消
防
本
部
で
は
、

急
病
で
搬
送
さ
れ
る
高
齢
者
の
割
合
は
、

実
に
七
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
デ
ー
タ
か

ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
医

療
情
報
ツ
ー
ル
の
必
要
性
は
益
々
高
ま
っ

て
い
く
の
で
す
。 

　
私
は
確
信
し
ま
す
。
こ
の
ブ
レ
ス
レ
ッ

ト
が
実
用
化
さ
れ
、
普
及
が
進
む
こ
と
に

よ
り
、
よ
り
迅
速
な
救
急
活
動
、
的
確
な

医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
や
が

て
「
安
心
の
輪
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

る
こ
と
を
。
そ
し
て
、
こ
の
小
さ
な
輪
が
、

地
域
の
高
齢
者
を
守
る
「
大
き
な
安
心
の

輪
」
と
な
っ
て
い
く
こ
と
を
。 

安

心

の

輪 
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日
本
消
防
協
会
が
行
っ
て
い
る
消
防
団

多
機
能
型
車
輌
交
付
事
業
で
、
今
年
度
、

車
輌
が
秋
田
市
消
防
団
に
交
付
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
、
そ
の
交
付
状
伝
達
式
が
二
月

二
一
日（
火
）、
秋
田
市
役
所
市
長
応
接
室

で
行
わ
れ
た
。 

　
交
付
状
伝
達
式
で
は
、
日
本
消
防
協
会

の
交
付
状
が
中
泉
松
之
助
秋
田
県
消
防
協

会
長
か
ら
穂
積
志
市
長
に
伝
達
さ
れ
た
。

穂
積
市
長
は
「
こ
の
車
輌
は
、
消
火
機
材

の
ほ
か
、
多
様
な
救
助
資
機
材
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
搭
載
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
本
市

消
防
団
の
活
性
化
、
団
員
の
士
気
高
揚
に

繋
が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。
配
置
先

の
分
団
に
は
、
搭
載
装
備
品
の
取
扱
い
を

十
分
に
訓
練
さ
せ
、
市
民
の
安
全
安
心
な

暮
ら
し
を
守
る
た
め
有
効
に
活
用
し
た
い
」

と
謝
辞
を
述
べ
た
。 

　
こ
れ
に
よ
り
、
県
内
の
多
機
能
型
車
輌

の
配
備
状
況
は
、
日
本
消
防
協
会
か
ら
交

付
さ
れ
た
も
の
が
二
台
（
能
代
市
・
秋
田

市
消
防
団)

、
消
防
庁
か
ら
無
償
貸
付
さ

れ
た
も
の
が
七
台
（
鹿
角
市
・
大
館
市
・

北
秋
田
市
・
潟
上
市
・
由
利
本
荘
市
・
に

か
ほ
市
・
大
仙
市
消
防
団
）
の
計
九
台
と

な
っ
た
。 

■
消
防
団
多
機
能
型
車
輌
の
概
要 

○
車
輌
　
　
全
長
　
五
一
五
〇
㎜ 

　
　
　
　
　
全
幅
　
一
八
〇
〇
㎜ 

　
　
　
　
　
全
高
　
二
三
五
〇
㎜ 

○
ボ
デ
ィ
ー
構
造 

　
・
側
面
　
ガ
ル
ウ
イ
ン
グ
式
扉
に
よ
る

全
面
開
口 

　
・
後
面
　
跳
ね
上
げ
式
扉
に
よ
る
全
面

開
口 

○
積
載
装
備 

　
・
小
型
動
力
ポ
ン
プ
　
・
Ａ
Ｅ
Ｄ 

　
・
四
つ
折
り
足
付
担
架
　
・
手
動
式
油

圧
カ
ッ
タ
ー
　
・
エ
ン
ジ
ン
カ
ッ
タ
ー 

　
・
チ
ェ
ン
ソ
ー
　
・
ス
ト
ラ
イ
カ
ー 

    

　
平
成
二
四
年
春
の
火
災
予
防
運
動
は
、

『
消
し
た
は
ず
　
決
め
つ
け
な
い
で
　

も
う
一
度
』
の
全
国
統
一
防
火
標
語
を

掲
げ
、
四
月
一
日（
日
）か
ら
七
日（
土
）

ま
で
の
一
週
間
、
全
県
一
斉
に
実
施
さ

れ
ま
す
。 

　
今
回
の
火
災
予
防
運
動
で
は
、
住
宅

火
災
に
よ
る
死
者
の
発
生
防
止
対
策
の

要
点
を
ま
と
め
た
「
住
宅
防
火
　
い
の

ち
を
守
る
　
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
重

点
的
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。 

■
三
つ
の
習
慣 

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。 

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。 

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。 

■
四
つ
の
対
策 

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
す
る
。 

○
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火

災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す

る
。 

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。 

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守

る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ

く
る
。 

住宅防火　いのちを守る七つのポイント 

春

の

火

災

予

防

運

動

 
春

の

火

災

予

防

運

動

 

四
月
一
日
〜
七
日
実
施 

消
防
団
多
機
能
型
車
輌 

秋
田
市
消
防
団
へ
交
付 

№697（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 平成24年３月15日（毎月１回15日発行）（６）



職責と心構え　　現場指揮及び活動要領 

（建物火災、林野火災、遭難・捜索） 

安全管理　　消防活動訓練　　訓練礼式 

事例研究 

教育期間 

入校者数 

対 象 者 

教育内容 

集合写真 

入 校 者 
名　簿 
 

◆ 消 防 団 員 研 修 ◆ 

秋田県消防学校 

第56期幹部教育 

平成24年１月21日 ～22日

29人（17消防団） 

班長以上の階級にある消防団員 

鹿　角　市 

北 秋 田 市 

能　代　市 

能　代　市 

藤　里　町 

藤　里　町 

三　種　町 

三　種　町 

八 郎 潟 町 

男　鹿　市 

男　鹿　市 

由利本荘市 

由利本荘市 

に か ほ 市 

大　仙　市 

大　仙　市 

仙　北　市 

仙　北　市 

仙　北　市 

横手市横手 

横手市増田 

横手市平鹿 

横手市平鹿 

横手市平鹿 

横手市山内 

横手市大雄 

湯　沢　市 

湯　沢　市 

湯　沢　市 

班　　長 

副分団長 

副分団長 

副分団長 

班　　長 

班　　長 

班　　長 

副分団長 

副分団長 

部　　長 

部　　長 

分 団 長 

部　　長 

分 団 長 

班　　長 

班　　長 

部　　長 

部　　長 

副分団長 

分 団 長 

副分団長 

班　　長 

部　　長 

部　　長 

分 団 長 

副分団長 

部　　長 

副分団長 

班　　長 

　杉　一　樹 

福　岡　　　仁 

工　藤　博　史 

工　藤　正　勝 

細　田　一　幸 

石　岡　俊　哉 

田　中　　　等 

泉　　　悟　史 

伊　藤　正　仁 

佐　藤　　　靖 

佐　藤　　　智 

三　浦　　　啓 

佐　藤　利　和 

今　野　弘　喜 

今　　　憲　男 

斎　藤　善　嗣 

伊　藤　一　美 

赤　坂　　　透 

鈴　木　　　博 

佐　藤　有　信 

後　藤　静　夫 

高　橋　千登勢 

長　沢　守　夫 

関　　　宏　樹 

泉　　　昌　宏 

古　内　良　美 

畠　山　克　也 

佐　藤　　　斉 

高　橋　賢　一 

消防団名 階　級 氏　　名 

組織制度　　ポンプ操法　　救急救助 

火災防御（火災防御戦術、安全対策、緊急自動

車運行管理）　災害対策　　訓練礼式 

第57期基礎教育 

平成24年2月18日 ～19日

13人（６消防団） 

入団して概ね３年未満の消防団員 

鹿　角　市 

鹿　角　市 

藤　里　町 

藤　里　町 

男　鹿　市 

男　鹿　市 

八 郎 潟 町 

八 郎 潟 町 

八 郎 潟 町 

由利本荘市 

由利本荘市 

由利本荘市 

湯　沢　市 

団　　員 

団　　員 

団　　員 

班　　長 

団　　員 

団　　員 

団　　員 

団　　員 

団　　員 

団　　員 

団　　員 

団　　員 

団　　員 

小田嶋　伸　一 

大　里　祐　樹 

淡　路　和　人 

淡　路　雄　平 

伊　藤　智　英 

鎌　田　隆　悦 

菊　地　宏　明 

伊　藤　佑　輔 

畠　山　　　瞬 

三　浦　　　翔 

宮　崎　　　学 

長谷山　拓　也 

兼　子　正　寛 

消防団名 階　級 氏　　名 
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自
主
防
災
組
織 

　
　
　
活
動
研
修
会
を
開
催 

＝ 

由
利
本
荘
市
危
機
管
理
課 

＝ 

　
去
る
二
月
二
〇
日
、
由
利
本
荘
市
文
化

交
流
館
「
カ
ダ
ー
レ
」
に
お
い
て
、
由
利

本
荘
市
危
機
管
理
課
主
催
の
「
平
成
二
三

年
度
自
主
防
災
組
織
活
動
研
修
会
」
が
開

催
さ
れ
、
市
内
各
自
主
防
災
組
織
の
会
長

や
防
災
班
長
な
ど
が
参
集
し
、
事
例
発
表

や
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
事
例
発
表
で
は
、
本
荘
西
部
地
区
旭
町

自
主
防
災
委
員
長
が
、
町
内
の
防
災
活
動

や
防
災
マ
ッ
プ
な
ど
、
有
事
の
際
の
行
動

に
役
立
つ
活
動
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

　
講
演
で
は
、
東
日
本
大
震
災
で
甚
大
な

津
波
被
害
を
受
け
た
岩
手
県
大
槌
町
の
小

野
永
喜
大
槌
中
学
校
長
（
由
利
本
荘
市
鳥

海
町
出
身
）
が
「
命
を
守
る
た
め
に
〜
東

日
本
大
震
災
か
ら
学
ぶ
」
を
演
題
に
、
津

波
の
映
像
や
生
徒
の
安
否
確
認
に
全
力
を

尽
く
し
た
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。 

　
三
月
一
一
日
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
１

年
…
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
は
心
か
ら
哀

悼
の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
今
も
尚

仮
設
住
宅
な
ど
で
不
自
由
な
生
活
を
強
い

ら
れ
て
い
る
皆
様
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
、

一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

　〔
情
報
提
供
＝
由
利
本
荘
支
部
〕 

建　　物 

林　　野 

車　　輛 

そ の 他 

合　　計 

死 者 数 

負傷者数 

－ 1 

0 

－ 1 

3 

1 

－ 7 

4

－ 3 

0 

－ 1 

2 

－ 2 

－ 1 

1

210 

18 

42 

53 

323 

35 

56

37 

0 

3 

2 

42 

11 

13

16 

0 

2 

1 

19 

3 

4

36 

0 

2 

5 

43 

4 

17

13 

0 

1 

3 

17 

2 

5

平成24年 平成23年 同期比較 

２月 累計 累計 ２月 年計 ２月 累計 

＝ 

速

報

速

報

値 

＝ 
支
部
情
報
ア
ラ
カ
ル
ト 
支
部
情
報
ア
ラ
カ
ル
ト 

火
災
火
災
の
発
生
状
況

発
生
状
況 

火
災
火
災
の
発
生
状
況

発
生
状
況 

＝ 

速

報

速

報

値 

＝ 

（
秋
田
県
総
合
防
災
課
調
べ
） 

火
災
の
発
生
状
況 

＝ 

速

報

値 

＝ 
秋田県女性消防団ネットワーク会議 秋田県女性消防団ネットワーク会議 秋田県女性消防団ネットワーク会議 

平成23年度自主防災組織活動研修会 

岩手県大槌町の小野永喜大槌中学校長 
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地域の防災、災害対策に貢献Y

猿田興業株式会社 
秋田市山王六丁目10番９号  ＴＥＬ018（863）1551㈹ 

　　　猿田興業ビル７Ｆ  ＦＡＸ018（824）3651

森 田 ポ ン プ　　　ラ ビ ッ ト ポ ン プ 

桜ホース・ソフト吸管　　　消 防 被 服 一 式 

各 種 消 火 器　　　消 防 機 器 一 式 

株式会社　協　　　　　立 

株式会社　能代消防センター 

〒016-0846 能代市栄町12の3　 

TEL　(0185）（52）6361　 

（52）6494　 


